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(1)の ｢組織する｣(行う)､(2)の ｢参加する｣(出席する)は､ベ トナム語母語
話者の発話 ･作文にしばしば見られるもので､ 日本語母語話者よりはるかに広
く使用する傾向がある｡(3)の ｢豊富｣(豊か)ち(4)の ｢風俗｣(習慣)もベ トナム
語の方が用法が広い｡(5)の ｢婦女｣(婦人)､(6)の ｢危害｣(害)､(7)｢権｣(権利)












ベ トナム語は語形変化もなく､動詞 ･形容詞 ･名詞等の区別が必ずしも明ら
かではない｡そのような言語を母語とする学習者が漢越語を日本語の中で使お
うとするとき､その語形にとまどい間違いをおかすということは容易に想像で


















(1)の ｢試験｣は ｢コンテス ト｣ の意味で使っている｡ `thi" には両方の意味
がある.(2)の ｢意味に｣は ｢有意義に｣の意味で使っている｡ …夕nghiaHに




































ていると思う｡ (5)の ｢住んでいる｣は ｢(近代的な生活を)している｣という
意味で使っている｡これも､ ｢住む｣には ｢生活する｣という意味が含まれて
いないという認識が欠けていることと同時に Hs血gMの意味の広さ (生きる､
生活する､住む)も影響していると思われる｡ (6)の ｢行 く｣は ｢歩く｣という





















(1)の ｢に対して｣ は ｢にとって｣､ (2)の ｢にとって｣は ｢について言えば｣､
(3)の ｢について｣は ｢にとって｣の意味で使われている｡ これ らのベ トナム語
訳はいずれも Hd6ivdi'となっている｡ これ らの誤用は中国語母語話者など
にもしばしば見られるものである3)が､ ｢に対して｣｢にとって｣｢について｣の
用法の違いをきちんと認識していないことと同時に､ 吊d6ivdiMの用法の広
さ (にとって､に対して､について､etc.) も影響していると思われる｡ (4)の ｢か
ら｣､ (5)の ｢で｣は､いずれも ｢(健康の)ために｣という意味で使われている｡
ベ トナム語訳はいずれも 吊viH (～から､～ために､ etc.) となっている. (6)
の ｢た り｣は ｢(歩き)ながら｣の意味で使っている｡相当するベ トナム言吾の
"V也a" (～たり､～ながら､etc.) の用法は広い｡ (7)の ｢だけ｣は ｢(小さな





















(1)の ｢よく｣は ｢普通｣､(2)の ｢やっと｣は ｢ついには｣､(3)の ｢実に｣は ｢実
際のところ｣､(4)の ｢どうしたら｣は ｢なんとかして｣､(5)の ｢たしか｣は ｢た








































(1)～(4)の ｢する｣は､ベ トナム語訳ではすべて l̀amMとなっている0 Hlam"
の基本的な意味は ｢する｣であるが､ ｢する｣より用法は広い｡
(5)も(6)も日本語はベ トナム語訳と対応している｡ ｢天気が暖かい (寒い)｣と
いうのは中国語母語話者､朝鮮語母語話者などにもしば しば見 られるが､ベ ト
ナム語母語話者の場合も同様である｡
JO 日本語作文とその母語訳から見たベトナム語母語話者の日本語学習上の問題点
(7)の ｢招待する｣は､ベ トナム語訳では "m故"となっている｡ "mbi"の
用法の広さ (招く､勧める､頼む､etc.)に起因するものであろう｡(8)の ｢建てる｣
は､ベ トナム語訳では "xaydpg"となっている. …xayd叫g"は ｢建てる｣
｢建設する｣であるが､ …xaydtmggiadinhMは ｢家庭をつくる｣である｡
(9)の ｢遊ぶ｣は､ベ トナム語訳では …Choi"となっている. …choi"の基























り ｢行って､伺 う｣(訪ねる)で､ベ トナム語の影響がうかがわれる｡(2)の





線部をそのまま後ろから日本語に置きかえると､ ｢結婚 ･日･前 ･15日･約｣(紘
婚式の15日ぐらい前) となる｡ 日本語とベ トナム語では普通は修飾 ･被修飾の
順序が逆になるが､数字に関連する場合など､この原則どお りにならない場合
もある｡その点についての考慮の不足から来たものと思われる｡(4)も同様で､
ベ トナム語訳 (下線部)をそのまま後ろから日本語に置きかえると､ ｢1日 ･






























ベ トナム語の文中の "C缶ng"の位置にそのまま ｢も｣を置いたものと思われ
る (例えば､(1)の "Ngayd6chglangayti卓ndtrabngbatdtien…をそのま




のままの順序で日本語に置きかえると､ ｢だけ ･着る ･アオザイ ･～などの機会｣





る ("denMには ｢まで｣の意味がある).(7)の ｢その日こそ｣は ｢まさにそ






















































という意味で使っている.ベ トナム語の "nhtLV冬y"は､ ｢そのように｣とい
う意味でも ｢それで｣という意味でも使われる｡(4)の ｢(難しい)のに｣は ｢(難
しい)が｣の意味で使っている｡ベ トナム語訳の "m岳cdも'は ｢にもかかわ
らず｣という意味でも ｢けれど｣という意味でも使われる｡(5)の ｢(終わっ)
たが｣は ｢(終わっ)ても｣の意味で使われている｡ベ トナム語訳は ｢(終わ
った｡)しかし｣となっている｡(3)(4)(5)にはベ トナム語の影響が考えられる｡(6)
の ｢こうして｣は ｢そうすれば｣の意味で使っている. " lamnhlthe "の
本来の意味は､ ｢そのようにする｣である｡(7)の ｢それで｣は ｢だから｣の意
味で使っている｡(8×9)の ｢そのうえ｣は ｢それに｣の意味で使っている｡(10)の ｢と


























































































(1)の …tnIdcday"は ｢以前｣で､ HlaMは ｢です｣に当たる｡単なる "う
っかりミス'の可能性もあるが､上記の､ベ トナム語の基本的な性格から見れば､
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ここでも ｢なる｣の誤 りが多い｡(1)は ｢体がよくなった｣､(2)は ｢子供たちの
テ トになっている｣ という意味を表そうとしている｡ (2)のベ トナム語訳では
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5)冨田 (2000)61貢.例えば､baygib (今)､hbmnay(きょう)､ ldcn孟y
(さっき)など｡
6)冨田 (2000)88貢｡例えば､ ｢過去を表す d岳､進行を表す dang､未来
を表すse｣など0
7)冨田 (2000)70貢｡例えば､di(行く)､de'n (至る)､ra (出る)､len
(上る)など｡




9)覗 (2001)ではその原因を中国語の ｢了｣ と日本語の ｢た｣との関係で説
明している (140-143貢)0
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